
2004年 10月28日

原子力委員会が策定委員の要請に答えていないままになっている事項
【要約版】

　これまで開かれた10回の策定会議の中で、様々な議論が行われてきました。

　以下の文章は、各委委員の意見書や発言などから原子力委員会が答えていないままになっている

要請事項を要約し、まとめたものです。

●　長計策定プロセス、評価方法についての要請　●

政策シナリオ評価
新策定会議が実施せねばならないのは、「政策シナリオ」の総合評価であり、これにもとづいて、最

もましな「政策シナリオ」を決定することである。今進められているのは「事業シナリオ」であり、

これはなるべく早く終えて、本番の「政策シナリオ」総合評価のステップに進むことが重要である。

政府が事業シナリオを決めることは出来ないのだから、策定会議が決めるのは事業シナリオではない。

（第8回等・吉岡委員）

青森県でのご意見を聴く会
青森県民のご意見を聴く会で、最終処分場が決まらないまま原子力開発を進めてきたんだけど、そ

れでよかったんだろうか。という発言が印象に残った。（第10回・伴委員）

2時間は少なすぎるので4時間とかやってほしい。策定会議の委員もできるだけ多く来て欲しいと

いう強い要望や、県民についてもぜひ真意を問うということをお願いしたいという意見が多数あった。

やはり国民にとって重要な政策を決定する際には、デュープロセスとして国民の真意を問うという

ことが必要なのではないか。（第10回・吉岡委員）

国民の信頼
反対の方の意見を聞きっぱなしではなくて、いろんなレベル、個人のレベルのもの、日本の政策に

とっての反対、それから地域レベルのものにいったんどこかに整理して、それに対してきちんと回

答するという作業を、政策決定とは別に平行してやっていかないと、長計作っても理解を得られない。

（第10回・井川委員）
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